
教材・支援機器活用実践事例 

【好きなことを活かして学習効果を高めるための指導】 
 実 施 年 度 平成２８年度 

授業について 

教 科 名 等 生活単元学習 

単元・題材名 季節を感じよう 

授業における 

子どもの目標 

○活動内容を理解して取り組むことができる。 

○集中して、丁寧に制作することができる。 

○季節を感じることができる。 

子どもについて 

学級・学校・学年 支援学校 高等部１年 

対象の障がい 自閉症 

授業の形態 個別の課題学習 

学習上又は生活上の 

困難さ 

子どもの特性や 

教育的ニーズ 

○集団活動が苦手であるため、登校から下校まで、別室で過ごしてい

る。自信の無さ等から、教科学習に対して消極的であるが、制作課題

に対する取り組み状況は良好である。特に、ジグソーパズルが好きで

ある。 

教材・支援機器活用 

 

 

 

 

使用した支援機器 

・教材の名称 

 

 
        丸シールパズル（下段は完成イメージ） 

活用のねらい 

○オリジナルのデザインを作成して提示することで、どんな物が出来

上がるのか、期待感をもって取り組み、意欲の向上につなげる。 

○季節を取り入れた図柄とすることで、季節感を味わう。 

○集中力の向上や、数の概念、空間認知、色の感覚などを養う。 

授業における支援・ 

教材の配慮 

○好きなキャラクターや食べ物、季節などから図柄を作成する。 

○使用する色やマスの数などを少しずつ増やしていく。 

○一度にどのくらいの量に取り組むのかを、事前に確認して取り組む。 

（時間で区切るのか、列で区切るのか、色で区切るのか等） 

子どもの変容や評価 

○身辺は自立しており、言葉での指示でおおむね理解することができる生徒である。制作

課題を中心に学習に取り組んでいるが、初めての活動には警戒してなかなか取り組めない

様子が見られる。一方で、同じ活動が続くことで意欲の低下とならないようにと、好きな

活動であるジグソーパズルの要素を取り入れた課題学習を提示した。一回目の活動で、教

師がやり方を示すことですぐに理解し、意欲的に取り組むことができた。「一度に一列ずつ」

と決めて行ったことで、カラフルな図柄が次第に浮かび上がってくることに対して、期待

感をもって取り組む姿が見られた。また、同じデザインで色違いのものを制作したり、ま

ったく異なる図柄の物に取り組んだりできるなど、学習に広がりが見られるようになった。 

 


